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評価（Check）について、「Kwansei Grand Challenge 2039」で定めた長期戦略41テーマそれぞれ
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さらに、学院全体（「Kwansei Grand Challenge 2039」全体）の総体としての成果を検証する
ために、最終成果（ゴール）の定義に取り組んでいる。本学はゴールを大きく「教育の成果」、「学
生満足度」、「社会的評価」の⚓つの要素に絞り、それぞれの成果指標を Key Goal Indicator（KGI）
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図⚓ Kwansei Grand Challenge（KGC）2039の指標と KGI/KPIの関係
本学における KGI、KPIの考え方
（関西学院大学，「Kwansei Grand Challenge 2039の特長」）
図⚔ 教育の成果 在学時／卒業段階／卒業後










以上のように、「Kwansei Grand Challenge 2039」は、学内外の環境分析や未来予測等の手法
を用いて、本学の将来に向けた挑戦的かつ緻密な計画が策定されている。また、「Plan（計画）」




















である。特に、本学では「Kwansei Grand Challenge 2039」の成果指標として KGI、KPI を定め
ており、これらのデータ収集及びデータ分析を行い、確実に改善策の構築から実行に繋げていく
ことが肝要である。逆に言えば、この Check（点検・評価）、Action（改善）のプロセスを確実














ひいては「Kwansei Grand Challenge 2039」の取り組み自体の妥当性も揺らぐことになる。その
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図⚕ Check（点検・評価）、Action（改善）の考え方












































（IR as information authority）
スピンドクターとしての IR
（IR as spin doctor）
学問的・専門的
政策分析者としての IR
（IR as policy analyst）
学者・研究者としての IR














かれていた自己点検・評価と将来構想・中期計画の目標体系を「Kwansei Grand Challenge 2039
（超長期ビジョン・長期戦略）」に基づく「中期総合経営計画」に一元化したこと、そこでは、学
修成果の射程を広く捉えて、KGI/KPI という有効なツールを組み込んだ、PDCA サイクルを構
築したことを確認した。また、構築した PDCA サイクルを回すためには、Check、Action を機
能させるために、IR の役割を改めて定義し、Evidence-based な取り組みを積極的に進めること
が必要であることを確認した。





















引き続き検討が必要で、さらに、PDCA サイクルの運用上、重要な要素である KGI、KPI につ
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